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1. 錦
にしき

川
がわ

流域及び河川の概要 
①流域の概要 

錦川は、山口県と島根県の県境に位置する莇ヶ
あざみが

岳
だけ

（標高 1,004ｍ）に源を発し、向
こう

道
どう

ダム（周南
しゅうなん

市）、

菅
すが

野
の

ダム（周南市）を経て宇
う

佐
さ

川
がわ

等の支川を合わせ、名勝「錦
きん

帯
たい

橋
きょう

」（岩国市）の下流で二股に分派し

て瀬戸内海に注ぐ、流域面積 889.8km2、幹川流路延長 110.3 ㎞の二級河川である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 錦川流域図 
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②過去の主な洪水 

錦川流域では昭和 25 年 9 月のキジア台風、昭和 26 年 10 月のルース台風等により、甚大な被害を受

けた。 
近年では、平成 17 年 9 月の台風 14 号で、半壊家屋 312 戸、床上浸水 545 戸、床下浸水 169 戸の被

害が発生している。 
表 1.1 錦川の主要な水害状況 

年 月 日 原 因 

被災内容 
流域平均

2 日雨量

(mm) 

備考全壊 

（戸） 

半壊 

（戸） 

床上浸水 

（戸） 

床下浸水 

（戸） 

被害額 

(百万円) 

主な 

被災地域

昭和 25 年 9 月 12 日 キジア台風 5 61 285 1,242 320 岩国市 329 ※1

昭和 26 年 10 月 13 日 ルース台風 47 30 1,385 6,140 435 岩国市 288 ※1

平成 17 年 9 月 6 日 台風 14 号 － 312 545 169 9,208 錦川流域 414

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③過去の主な渇水 

錦川の水は、周南市、岩国
いわくに

市のかんがい用水、都市用水の水源として広く利用されているが、近年で

も平成 17 年、19 年、22 年と自主節水がなされるなど、しばしば深刻な水不足に見舞われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表 1.2 菅野ダムの過去の主な節水状況 

年 
菅野ダムの節水状況 

開始 終了 最大節水率(%)
日数 

上水 工水 
平成 3 年 11 月 15 日 翌年 4 月 1 日 0 50 139 
平成 6 年 7 月 15 日 翌年 5 月 23 日 40 80 313 
平成 7 年 7 月 10 日 翌年 6 月 20 日 35 70 347 
平成 14 年 8 月 15 日 翌年 3 月 5 日 40 75 203 
平成 17 年 10 月 11 日 翌年 4 月 11 日 0 55 183 
平成 19 年 9 月 27 日 翌年 4 月 28 日 35 70 214 
平成 22 年 9 月  3 日 翌年 6 月 12 日 35 75 282 

 
④治水事業の沿革 

・ 昭和 25 年 9 月のキジア台風、昭和 26 年 10 月のルース台風による洪水被害等を受け、昭和 41 年

に菅野ダム、昭和 60 年に生見
い き み

川
がわ

ダムを完成させ、昭和 63 年からは平瀬ダムの建設に着手してい

る。 
・ 昭和 44 年からは、臥

が

竜
りゅう

橋
ばし

地点において計画高水流量 3,250m3/s を安全に流下できるよう錦川本

川の河川改修事業に本格的に着手している。 
・ また、平成 17 年台風 14 号による甚大な被害を受け、藤

ふじ

河
かわ

地区と南桑
な ぐ わ

地区において、激甚災害対

策特別緊急事業を実施。 

表 1.3 錦川の治水事業の経緯 

年度 事業内容 備    考 

昭和 41 年 3 月 菅野ダム完成   

昭和 44 年～ 錦川河川改修事業着手 計画高水流量：3,250m3/s 

昭和 60 年 3 月 生見川ダム完成   

平成 17 年 11 月

～平成 23年 3月
錦川河川激甚災害対策特別緊急事業 岩国市藤河地区、南桑地区 

 
⑤利水事業の沿革 

向道ダム（昭和 16 年完成）、菅野ダム（昭和 41 年完成）、生見川ダム（昭和 60 年完成）等により、

水道用水として日量最大約 150,000m3、工業用水として日量最大約 1,300,000m3 を供給している。また、

既得かんがい農業用水として約 1,600ha の農地に利用されている。 
 

錦川 

平成17年2月の錦川渇水状況（岩国市錦
にしき

町広瀬
ひ ろ せ

）平成6年の渇水状況（菅野
す が の

ダム） 

出典：岩国市報、水害統計（各年度版）

※1 内水被害、土砂災害を含む。

平成17年9月台風14号災害の状況（宮の串地区） 平成17年9月台風14号災害の状況（岩国地区） 

錦帯橋の 
橋杭２本流出 

錦川 
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⑥河川整備基本方針及び河川整備計画 

⑥-1 河川整備基本方針（平成 20 年 7 月策定） 

【基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項】 

基本高水のピーク流量は、流域の人口、資産、面積等を勘案し、昭和 25 年 9 月、昭和 26 年 10 年、

平成 11 年 9 月洪水等の既往洪水を踏まえ 100 年に 1 回程度の降雨により発生する洪水に対応するもの

とし、基準地点臥竜橋において 5,300m3/s とする。 このうち、流域内の洪水調節施設により 2,050m3/s
を調節し、河道への配分流量を 3,250m3/s とする。 

表 1.4 基本高水のピーク流量等一覧表 

河川名 基 準 
地点名 

基本高水の 
ピーク流量 

洪水調節施設 
による 

調節流量 

河道への 
配分流量 

錦川 臥竜橋 5,300 2,050 3,250 

                           （単位：m3/s） 
【主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項】 

臥竜橋地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、利水の現状、動植物の生息・生

育、景観等を考慮し、かんがい期 11.67m3/s、非かんがい期 10.42m3/s とする。 
 

⑥-2 河川整備計画（平成 21 年 1 月策定） 

【計画対象区間】 

河川整備計画の対象区間は山口県知事管理河川の全ての区間とする。 
 

【計画対象期間】 

河川整備計画の対象期間は概ね 30 年とする。 
 

【洪水・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標】 

○戦後第 3 位で、錦帯橋を流失させたことで知られる昭和 25 年 9 月キジア台風洪水規模の出水を目標と

し、名勝である錦帯橋地点で安全に流下できる流量である 2,450m3/s を同地点の河道の目標流量とする。

○錦帯橋地点より下流区間については、高度な土地利用がなされ資産も集中しており、築堤区間である

ことから洪水被害が甚大化する恐れがある。このことから、基準点臥竜橋における目標流量については、

2,800m3/s として洪水の安全な流下を図る。 
○戦後最大であった平成 17 年 9 月台風 14 号洪水規模の出水に対しては、浸水被害の軽減に努める。 

 

【河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標】 

河川整備計画においては、既設ダム群を適切に運用するとともに、新たに岩国市錦町
にしきまち

広瀬
ひ ろ せ

地内に平

瀬ダムを建設し、渇水被害の軽減に努める。 
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図 1.2 錦川の流量配分（上段：S25 キジア台風時、下段：H17 台風 14 号時） 
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図 1.3 錦川の現況河道流下能力 

※臥竜橋流量は、沿川の資産状況等から目標流量を引き上げる。 

※河川整備計画では、戦後最大であった平成 17 年 9 月台風 14 号洪水規模の出水に対しては、

浸水被害の軽減に努めることとしており、堤防高評価による確認を行っている。 

（目標流量） 
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2. 平
ひら

瀬
せ

ダム事業の概要 
①平瀬ダムの目的 

(1) 洪水調節 
ダム地点の計画高水流量 1,500m3/s のうち、800m3/s の洪水調節を行い、錦川沿川地域の水害を防

除する。（計画規模 1/100） 
(2) 流水の正常な機能の維持 

ダム地点下流の錦川沿川の既得用水の補給を行う等、流水の正常な機能の維持と増進を図る。 
(3) 水道 
岩国市
い わ く に し

（旧錦町
にしきまち

)に対し、平瀬ダム地点において、水道用水として新たに 400 m3/日（ 0.005 m3/s ）
を確保する。 

(4) 発電(従属) 
 新たに平瀬

ひ ら せ

発電所を建設して、最大出力 1,100 kW の発電を可能ならしめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.1 平瀬ダム貯水池容量配分図 

 
②平瀬ダムの位置 

河川名：二級河川錦川水系錦川 

位 置  右岸 山口県岩国市錦町広瀬
ひ ろ せ

字沼田原
ぬ ま た ば ら

 
   左岸 山口県岩国市錦町広瀬字長尾

な が お

 

 
 

型 式     重力式コンクリートダム 
堤 高                73.0 m 
堤 頂 長                    300.0 m 
堤 体 積                  340,000 m3 
集 水 面 積                    336.2 km2 
湛 水 面 積                     1.33 km2 

④平瀬ダムの事業経緯 

表 2.1 平瀬ダムの事業経緯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤現在の進捗状況 

 平瀬ダム事業の進歩状況（平成 22 年度末）は、事業費率で 69%である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2 平瀬ダムの現在の進捗状況（平成２２年度末） 

事業費(億円) 用地補償(億円) 付替道路(億円)
全　　体 740 66 345

執行・整備済 514 65 299
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平成6年3月 ダム事業全体計画認可 

平成9年11月 工事実施基本計画認可 

平成元年 付替道路工事着手 

平成20年7月 「錦川水系河川整備基本方針」策定 

平成21年1月 「錦川水系河川整備計画」策定 
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3. 平瀬ダム事業等の点検の結果 
① 事業費及び工期 

平成 18 年度再評価における平瀬ダムの総事業費は、740 億円である。 
平成 22 年度までの執行済事業費と平成 23 年度以降の残事業の数量や工事費を整理することにより、

ダム建設事業費を点検した。点検の結果、事業費は現計画と同じ 740 億円となった。 
なお，以降の検討では残事業費 226 億円を使用した。 

表 3.1 事業費の点検 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
工期は、現計画の工期（平成 26 年度）を、事業の進捗状況等により点検した。この結果、現状の県

の財政状況を踏まえ、ダム完成予定は平成 33 年度を見込む。 

表 3.2 平瀬ダム建設事業工程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 堆砂計画 

既計画は、昭和 42 年から平成 12 年までの近傍ダム実績堆砂データ等を用いて計画比堆砂量

200m3/km2/年、計画堆砂量 2,000 千 m3 としている。 
近年(平成 14 年～平成 21 年)の近傍ダムの実績堆砂データを追加して検討を行った結果、既計画の計

画比堆砂量は妥当であると判断した。 

③ 計画雨量 

錦川流域の計画雨量は、昭和 34 年から平成 11 年までの流域平均 2 日雨量をもとに確率評価を行い、

360mm/2 日（臥竜橋治水基準点における 1/100 確率雨量※）としている。 
点検では、新たに平成 12 年から平成 22 年までの雨量データを追加し確率雨量の検証を行った。 
この結果、確率雨量（1/100）※の推定範囲は 349.4～409.0mm であり、現計画 360mm はその範囲に

あり妥当であると判断した。 

表 3.3 計画雨量の検証結果 

計画規模 
計画雨量 R 
（2 日雨量） 

検討結果 
（確率評価値：2 日雨量） 

河川整備基本方針 
1/100※ 

360mm 
349.4mm ≦ R ≦ 409.0mm 

 （LN2PM）     （SqrtEt） 
※年超過確率 

 

④利水計画 

○水道計画の概要 
岩国市の広瀬

ひ ろ せ

・広東
こうとう

地区簡易水道事業の水道計画は、岩国市広瀬地区の水需要増加分と広東地区の

水道未普及地域解消を図ることを目的に、計画給水人口 2,179 人、取水量（計画１日最大取水量）

1,018m3/日（内平瀬ダムからの新規分 400m3/日）として計画されている。 
 
○利水参画者への確認と点検 
岩国市（水道事業者）に確認を行った結果、ダム事業参画継続の意思、水需要計画に変更がないこ

とを確認した。また、将来の水道用水需要量の算出が妥当に行われていることを確認した。 

表 3.4 水需要予測（岩国市） 

点検項目 計画値 

行政区域内人口 3,304 人 

給水区域内人口 2,179 人 

水道普及率 100% 

生活用水原単位 275 ㍑／人・日 

業務営業用水有収水量 59m3/日 

工場用水有収水量 計上なし 

その他有収水量 計上なし 

計画有収率 96.1% 

計画負荷率 69.9% 

計画１日最大給水量 980m3/日 

計画１日最大取水量 1,018m3/日 

 

工種 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

用地補償

付替道路

転流工

ダム本体

試験湛水

用地買収

付替道路工事

転流工

ダム本体工着手

試験湛水

(単位：百万円)
現計画
事業費

平成22年度
まで

執行済額
残事業費

残事業費の
点検結果

点検結果

① ② ③＝①－② ④ ⑤＝④－③

事　業　費 74,000 51,389 22,611 22,611 0
工　事　費 72,935 50,620 22,315 22,315 0

本工事費 20,172 4,471 15,701 17,206 1,505
測量及び試験費 9,165 9,280 -115 390 505
用地費及び補償費 43,140 36,437 6,703 4,673 -2,030
機械器具費・営繕費 458 432 26 46 20

事　務　費 1,065 769 296 296 0

費　　　目
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4. 目的別の対策案の立案の考え方とそれぞれの対策案の概要 
①治水対策案 

①－1 抽出した治水対策案の概要 (1／2) 

対策案 １）平瀬ダム＋河川改修案 ２）河道の掘削＋バイパストンネル案 ３）引堤＋バイパストンネル案 ４）堤防の嵩上げ＋バイパストンネル案 

コンセプト 
平瀬ダムにより洪水のピーク流量を低減させるとともに、流下

能力が不足する区間について河川改修により流下能力の向上

を図る。 

流下能力が不足する区間について、河道の掘削により流下能力

の向上を図る。なお、錦帯橋区間については、バイパストンネ

ルにより流下能力の向上を図る。 

流下能力が不足する区間について、引堤により流下能力の向上

を図る。なお、錦帯橋区間については、バイパストンネルによ

り流下能力の向上を図る。 

流下能力が不足する区間について、堤防のかさ上げにより流下

能力の向上を図る。なお、錦帯橋区間については、バイパスト

ンネルにより流下能力の向上を図る。 

概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■事業費 約 193 億円 

■平瀬ダム：残事業費 226 億円×99.6%×69.4% 
     ＝156 億円 
 

■河川改修：37 億円 
 

金額
(億円)

掘 削

盛 土

護 岸 9.2

法 面 工 張り芝工 0.3

1.5

0.9

13.5

36.8事 業 費

間 接 費

樋 門 ・ 樋 管

用 地 費

護 岸 工

種　　別

土 工 11.4

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業費 約 442 億円 

■河道掘削        ■バイパストンネル 

種　　別
金額

(億円)

掘 削

盛 土

特 殊 堤 13.0

護 岸 37.2

法 面 工 張り芝工 0.3

架 替 8.1

補 強 1.1

1.5

5.2

63.6

174.7

44.4

用 地 費

間 接 費

護 岸 工

樋 門 ・ 樋 管

事 業 費

土 工

橋 梁

 

種　別
金額

（億円）

直接費 162.1

　トンネル工 137.1

　掘      削 0.5

　コンクリート 7.5

　護  床  工 1.2

　スクリーン 0.2

　橋      梁 0.9

　水      制 0.1

　雑      工 15

用地・補償費 8.3

  用　地  費 7.1

　補　償　費 1.2

間 接 費 97.3

事 業 費 267.7  
※バイパストンネル：        

φ約 9m×4 条、L=約 1.36km

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業費 約 861 億円 

■引堤          ■バイパストンネル 

種　　別
金額
(億円)

掘 削

盛 土

護 岸 60.6

法 面 工 張り芝工 1.7

道 路 橋 22.0

鉄 道 橋 25.2

1.9

118.5

78.4

106.5

JR山陽新幹線架替 90.7

山陽自動車道橋梁 22.1

593.7

橋 梁

事 業 費

補 償 費

間 接 費

樋 門 ・ 樋 管

用 地 費

土 工

護 岸 工

66.0

 

種　別
金額

（億円）

直接費 162.1

　トンネル工 137.1

　掘      削 0.5

　コンクリート 7.5

　護  床  工 1.2

　スクリーン 0.2

　橋      梁 0.9

　水      制 0.1

　雑      工 15

用地・補償費 8.3

  用　地  費 7.1

　補　償　費 1.2

間 接 費 97.3

事 業 費 267.7  
※バイパストンネル：         

φ約 9m×4 条、L=約 1.36km 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業費 約 492 億円 

■堤防嵩上げ       ■バイパストンネル 

種　　別
金額

(億円)

掘 削

盛 土

特 殊 堤 31.3

護 岸 19.4

法 面 工 張り芝工 1.3

架 替 27.2

14.8

1.9

そ の 他 支川処理 3.0

7.7

33.8

68.4

223.8

用 地 費

事 業 費

橋 梁

樋 門 ・ 樋 管

補 償 費

間 接 費

護 岸 工

付 替 道 路

15.1土 工

 

種　別
金額

（億円）

直接費 162.1

　トンネル工 137.1

　掘      削 0.5

　コンクリート 7.5

　護  床  工 1.2

　スクリーン 0.2

　橋      梁 0.9

　水      制 0.1

　雑      工 15

用地・補償費 8.3

  用　地  費 7.1

　補　償　費 1.2

間 接 費 97.3

事 業 費 267.7  
※バイパストンネル：        

φ約 9m×4 条、L=約 1.36km

完成までに 

要するコスト 
193 億円（治水分） 442 億円 861 億円 492 億円 

※事業費一覧の合計は、端数処理により一致しない場合がある。 

生見川ダム

保木川
御庄川

生見川 

今津川

門前川

No18+75

No53+100

No107 

No134+108 

No157+100 

No35

バイパストンネル

L=10,700m

L=3,300m

L=4,600m 

－ 整備済み区間 

－ 2）における対策実施区間

生見川ダム

保木川
御庄川

生見川

今津川 

門前川 

No18 

No58 

No107

No122 

No156+150 

No35
L=9,800m

L=3,400m

L=7,000m

バイパストンネル

－ 整備済み区間 

－ 3）における対策実施区間 

生見川ダム

保木川 
御庄川

生見川 

今津川

門前川

No63+50

No107 

No147 
No157+132 

No32+45

L=8,800m

L=200m

L=2,100m 

バイパストンネル

No16
No25

L=1,800m

No33

－ 整備済み区間 

－ 4）における対策実施区間

生見川ダム 

保木川 
御庄川 

生見川 

今津川

門前川

L=8,000m L=930m 

L=2,700m 

L=5,600m 

L=3,200m 

No107 
No18+7

No39 
No23 

No67 

No39 No67 

No157+100 
No144 

－ 整備済み区間 

－ 1）における対策実施区間

(1,125) 
1,050 

(1,400) 
1,300 

(1,875) 
1,750 

(2,730) 
2,100 

1,125
1,400

1,875
2,730

1,125 
1,400 

1,875 
2,730 

1,125
1,400

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川 

門前川 

生 

見 

川

臥
竜
橋

3,000
4,130

御
庄

南
桑

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550
3,720

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

：引堤区間：掘削区間

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川

門前川

生 

見 

川

3,000
4,130

御
庄 

南
桑 

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550
3,720

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

臥
竜
橋

1,170 

単位 ：ｍ3/s 

上段：S25キジア台風（目標流量） 
下段：H17.14号台風 
(  )：平瀬ダムなし 
※ダム放流量：流入量ピーク時 

平瀬ダム 

生見川ダム 

錦帯橋 
(3,000)
2,800 

今 津 川

門前川

生 

見 

川

臥
竜
橋

(4,130)
3,400 

御
庄

南
桑

560 
330 

950 (3,000) 
2,450 

(4,130) 
3,400 

(2,900) 
2,300 

(4,010) 
3,260 

(2,550)
1,950 

(3,720)
2,950 

：掘削区間 

1,875
2,730

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川

門前川

生 
見 

川

臥
竜
橋

3,000
4,130

御
庄 

南
桑 

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550 
3,720 

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

：嵩上区間

：掘削区間
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①－2 抽出した治水対策案の概要 (2／2) 

対策案 １）平瀬ダム＋河川改修案 ２）河道の掘削＋バイパストンネル案 ３）引堤＋バイパストンネル案 ４）堤防の嵩上げ＋バイパストンネル案 

流量配分 

    

概要 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

標準断面図 

堤頂長　300,000

E.L.1 35.000

E.L .115.00 0

E.L.122. 000

J1 J2 J3 J4 J5 J6 J16 J17 J18 J19 J20J11 J12 J13 J14 J15

J10J9J8J7

J0

E.L .110.000

E.L.12 7.000

E.L.9 8.000

E.L .93.500

EL10 8.495

設計洪水位 EL.160.8 00

常時満水位  EL.128. 100

最低水位　  EL.11 8.000
計画堆砂位

選択取水設備

堤内仮排水路

20000 1000018@15,000=270000

ダム天端標高E.L.162.000

常用洪水吐き（コンジットゲート）
幅4.1m x 高さ4.2m x 2門

10000 5000 10000 10000 5000 10000

右岸越流部　88000左岸越流部　58000

13000200013000200013000200013000 13000 2000 13000 2000 130005000 2000 13000 2 000 13000 2000 13000

E. L.144.80 0

E .L.133.4 00

E.L.114 .000

E.L.1 06.000

E.L. 92.600

E.L.95 .000

E.L.1 06.250

E. L.106.25 0

E.L. 112.000

越流部 55,000

EL.153. 50 EL.15 4.50

E L.157.70 9 EL.157 .709

7000 7000

EL.15 3.50E L.154.5 0

E .L.92.28 8

転流工

19181716151413121110987654321 20

サーチャージ水位 EL.1 58.100

29
5
00

27
50

0

（エアー ロック式）

EL.132.5 00

EL.105.0 00

EL .128.100

オリフィス

（4000 w×6100h ）

EL.13 8.500

EL.120 .500

40000 45000

上下流面図 S=1:600

上流面図

●南桑地区 

●藤河地区 

H.W.L.（キジア台風平瀬ダム後水位） 

H17 平瀬ダム後水位 

H17 平瀬ダムなし水位（激特改修後） 

H.W.L.（キジア台風平瀬ダム後水位） 

 

国道2号 

山陽自動車道

本線

ランプ

県道錦川県道

 

国道2号

山陽自動車道

本線

ランプ

県道錦川県道

●南桑地区 
 

国道187号 
錦川 

 

国道2号 

山陽自動車道 

本線 
ランプ 

県道錦川 県道 

H17 平瀬ダムなし水位（激特改修後） 

1,170 

単位 ：ｍ3/s 

上段：S25キジア台風（目標流量） 
下段：H17.14号台風 
(  )：平瀬ダムなし 
※ダム放流量：流入量ピーク時 

平瀬ダム 

生見川ダム 

錦帯橋 
(3,000) 
2,800 

今 津 川

門前川

生 

見 

川 

臥
竜
橋

(4,130)
3,400 

御
庄 

南
桑

560 
330 

950 (3,000) 
2,450 

(4,130) 
3,400 

(2,900)
2,300 

(4,010)
3,260 

(2,550) 
1,950 

(3,720) 
2,950 

：掘削区間 

●藤河地区（バイパス区間） 

(1,125) 
1,050 

(1,400) 
1,300 

(1,875) 
1,750 

(2,730) 
2,100 

1,125
1,400

1,875
2,730

1,125 
1,400 

1,875 
2,730 

●藤河地区（バイパス区間） ●藤河地区（バイパス区間） 

：掘削区間

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川

門前川

生 

見 

川 

3,000
4,130

御
庄 

南
桑 

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550
3,720

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

臥
竜
橋

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川 

門前川 

生 

見 

川 

臥
竜
橋

3,000
4,130

御
庄 

南
桑 

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550
3,720

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

：引堤区間

1,875
2,730

上段：S25キジア台風（目標流量）
下段：H17.14号台風 

生見川ダム 

錦帯橋 
今 津 川

門前川

生 

見 

川 
臥
竜
橋 

3,000
4,130

御
庄 

南
桑 

2,450
3,400

2,900
4,010

2,550
3,720

単位 ：ｍ3/s 

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ
550 

730

：嵩上区間

：掘削区間

H17 平瀬ダム後水位 

 

国道2号 

山陽自動車道

本線

ランプ

県道錦川県道

H17 バイパストンネル整備前水位（激特改修後）

H17 バイパストンネル整備後水位

H.W.L.（キジア台風バイパストンネル整備後水位）

バイパストンネル

 

国道187号 
錦川

H17 河道掘削前水位（激特改修後）

H17 河道掘削後水位 

H.W.L.（キジア台風河道掘削後水位）

 ：掘削範囲

●南桑地区 

H17 バイパストンネル整備前水位（激特改修後）

H17 バイパストンネル整備後水位

H.W.L.（キジア台風バイパストンネル整備後水位） 

バイパストンネル 

 ：引堤範囲 

H.W.L.（キジア台風引堤後水位） 

H17 引堤後水位

H17 引堤前水位（激特改修後）

 

国道187号
錦川

●南桑地区 

H17 バイパストンネル整備前水位（激特改修後）

H17 バイパストンネル整備後水位

H.W.L.（キジア台風バイパストンネル整備後水位）

バイパストンネル

 

国道187号 
錦川

嵩上げ 

約1.5m 

H17 堤防かさ上げ前後水位（激特改修後）

キジア台風堤防かさ上げ前後水位

H.W.L. 
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②利水（上水道）対策案 

②－1 利水（上水道）対策案の立案 

対策案 １）平瀬ダム ２）ダム再開発（掘削） ３）地下水開発 ４）水道事業上水受水 

コンセプ

ト 

平瀬ダム建設により水道用水容量 40,000m3 を確

保し、広瀬地区における新規上水道用水 400m3/日

を確保する。 

既設菅野ダムを対象に、掘削による再開発を行い、広

瀬地区における新規上水道用水 400m3/日を確保す

る。 

広瀬地区に取水井戸を掘削し、広瀬地区における新規上

水道用水 400m3/日を確保する。  

岩国市水道事業の錦川下流の給水区域から、受水す

る。  

概要 

 

 

  

  

  

コスト 0.23 億円（上水道分） 2.9 億円 0.9 億円 8.0 億円 

※事業費一覧の合計は、端数処理により一致しない場合がある。

標高263mライン 

(推定) Ａ 

Ａ 

底 盤 面 積

菅野ダム 

掘削 

 

EL263m 

EL270m 

EL280m 

Ｈ＝7m（4 万 m3 利水容量確保）

Ａ－Ａ断面 

掘削（岩盤） 

60m 

掘削土量Ｖ１＝4 万 m3 

掘削土量Ｖ2＝1.5 万 m3 

掘削土量Ｖ＝1.5 万+4.0 万＝5.5 万 m3

掘削横断ｲﾒｰｼﾞ図

□菅野ダム湖掘削の概略図 

出典：東京都水道局HP 

揚水

ポンプ

浄水場へ

□ 取水井戸のイメージ図 

□ 取水井戸の主要設備 

  ・揚水ポンプ 

  ・水位計 

  ・流量計 

  ・井戸（深井戸）：深さ約20m 

  ・マンガン除去装置 

□ 送水経路の概略図 

広瀬地区 

広東地区 

延長約40km

□ 平瀬ダム計画図 

平瀬ダム残事業費226億円×0.1%＝0.23億円 
 

種別 数量 金額(億円) 
掘削 55 千 m3 1.4 

残土処分 55 千 m3 0.6 
間接費  0.7 
事業費  2.9 

 

 
種別 数量 金額(億円) 

取水設備 一式 0.3 
井戸掘削 20m 0.3 

マンガン除去装置 一式 0.1 
間接費  0.2 
事業費  0.9 

※用地費及び補償費について、別途費用が見込まれます。 

 

 
種別 数量 金額(億円) 

送水管 40km 8.0 
事業費  8.0 

※用地費及び補償費について、別途費用が見込まれます。 

 

標準断面図 

ダム高 

H=73m 

ダム天端標高 EL.1 62.00 0

常用洪水吐き（コンジットゲート）
幅4.1m  x 高さ4.2m x 2門

ダム基礎標高 EL. 89.0 00

1:0.78

水叩き面標高 EL .93. 000

導流壁標高 EL.11 3.00 0（埋戻し面高EL. 112. 000m )

ダム軸

設計洪水位　　　 EL.16 0.80 0
サーチャージ水位 EL.15 8.10 0

計画堆砂位　　 EL. 118. 000

常時満水位　　　 EL.12 8.10 0

1500

20 000

12 500

145 000

750 0

500 0 1000 0

53 820

5 6940

ダ
ム

高
　

73
0
0
0

河床高　EL. 96.0 m

93. 000

（
1:1 .0）

1 :
0
.
5

20 000

2 500

80
00

E L.15 8.75 0

6 4000 1599 3 11 187

R=500

R =
3
00
0

常用洪水吐部

6762

65 00 850 0

50 00

E L.10 8.495

550 0

EL .120. 500

EL.1 38.50 0
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③流水の正常な機能の維持対策案 

③－1 流水の正常な機能の維持対策案の立案 

対策案 1）平瀬ダム ２）菅野ダム嵩上げ ３）生見川ダム嵩上げ＋河道外貯留施設 

コンセプ

ト 

平瀬ダムにより流水の正常な機能の維持に必要な3,160千m3を確

保し、流水の正常な機能を維持するために必要な流量の確保に努め

る 

錦川水系に存在する規模の大きい既設ダムである菅野ダムを対象に、単

独嵩上げによって再開発し、流水の正常な機能を維持するために必要な

流量の確保に努める。 

生見川ダム嵩上げと河道外貯留施設の組合わせにより、流水の正常な機能を維

持するために必要な流量の確保に努める。 

概要 

 

 

 

 

コスト 69 億円 114 億円 計 224 億円 

※事業費一覧の合計は、端数処理により一致しない場合がある。 

 

取水路

放流口 

錦川 

連結管渠 

60m

160m 

200m 

60m 

 
標準横断面図 

 

満水位 

貯水池幅 60m～200m 

3m 

0.6m 

1:2 1:2 

護岸工

管理道 3.0m 

□河道外貯留施設の概略図 

□ 生見川ダム嵩上げの概略図 

 
種別 数量 金額(億円)

直接工事費 掘削 68 千 m3 1.4
護岸工 81 千 m2 20.3

附帯工事費 取水・放流樋門 一式 2.0
用地費及び

補償費 田畑 3ha 0.3

間接費  14.0
事業費  38.0

嵩上げ 4m 

種別 数量 金額(億円)

本工事費 
嵩上げ 4m 

66.8 千 m3 
72.7

用地費及び補償費 

山林 4ha 0.5

国道・県道 0.3km 8.9

市道 10.3km 102.6

機械器具費・営繕費 一式 1.1

事業費  186.0

※測量及び試験費、諸経費については、本工事費に含ま

れる。 

嵩上げ2m

□ 菅野ダム嵩上げの概略図 

種別 数量 金額(億円) 

本工事費 
嵩上げ 2m 

49.2 千 m3 
53.2

用地費及び補償費 
菅野

発電所

再建費 30.5

休止補償*) 29.6

機械器具費・営繕費 一式 0.8

事業費  114.1
*)休止補償：過去 10 年間の菅野発電所の発電実績より、工事期間

中(4 年間)の休止に伴う損失を補償。 

※測量及び試験費、諸経費については、本工事費に含まれる。 

平瀬ダム残事業費226億円×99.6%×30.6%＝69億円 

標準断面図 

ダム高 

H=73m 

ダム天端標高 EL.1 62.00 0

常用洪水吐き（コンジットゲート）
幅4.1m  x 高さ4.2m x 2門

ダム基礎標高 EL. 89.0 00

1:0.78

水叩き面標高 EL .93. 000

導流壁標高 EL.11 3.00 0（埋戻し面高EL. 112. 000m )

ダム軸

設計洪水位　　　 E L.16 0.80 0
サーチャージ水位 E L.15 8.10 0

計画堆砂位　　 EL. 118. 000

常時満水位　　　 E L.12 8.10 0

1500

20 000

12 500

145 000

750 0

500 0 1000 0

53 820

5 6940

ダ
ム

高
　

7
3
0
0
0

河床高　EL. 96.0 m

93. 000

（
1:1 .0）

1
:0
.
5

20 000

2 500

80
0
0

E L.15 8.75 0

6 4000 1599 3 11 187

R=500

R =
30
0 0

常用洪水吐部

6762

65 00 850 0

50 00

E L.10 8.495

550 0

EL .120. 500

EL.1 38.50 0

□ 平瀬ダム計画図 


